21世紀東アジア大交流計画（JENESYS）

1． 趣旨

　アジアで増加する日本語学習者の需要応えるため、日本語教育専攻の日本学生(日本語教育実習生)を、アジア諸国に派遣し、各国の高等教育機関で長期の教育実習に従事させることより、各国の日本語教育振興に一助とすることを目的とする5年間(2008年~2012年)のプログラムです。

2． 目的

　国際交流基金が日本教育実習生をインドネシアへ派遣する目的は、インドネシアの高等教育機関の日本語学科、日本語専攻コースで、ネイテイブ・スピーカーの日本語を直接学ぶ機会を増やすこと、及び、海外で日本語教育担当教員の指導を得て実践的な教授経験を積ませ、将来の海外派遣教師の人材増をはかることです。

3． 担当業務

(1) 現地教員の指導を受けながらのテイームテイーング

(2) 日本文化紹介活動

4． 日本語教育実習生の派遣線大学での留意事項

(1) 日本語教育実習生の主たる任務は、大学教員に指導をぎながらテイームテイーングにより学生に対して授業を担当すること

(2) 日本語教育実習生が授業を担当する時には、お互いの授業法について理解し合うために、担当教員は同じクラスに一緒に入ってください。従って、常に日本語教育実習生が授業を担当する時には、担当教員がクラスに入っていることになります。

(3) 日本語教育実習生一人では授業を担当させないで下さい。

5． 日本語教育実習生の任期

　日本語教育実習生の任期は、2010年2月～12月(１０ヵ月)を予定しております。延長はありません。

6． 派遣大学の条件

(1) 労働ビザ取得、及び関連書手続きに協力を頂けること。

(2) 日本語能力試験２級以上の能力を有する日本語教育担当教員がいること。

(3) 日本語教育学習生の指導を担当できる日本語教育担当教員がいること。

(4) 大学の近くにお湯設備のある宿泊施設があること

(5) 住地域にインターネットを利用できる施設があること

以上

